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学生各位 

                                 青森公立大学 学⾧ 香取 薫 

青森公立大学の学生のコロナ対策について【2022 秋学期版】 

 

新型コロナウイルス感染症については、全国的に新規陽性者数が減少傾向にありますが、引き続き感染防止対策

を徹底し、自己管理に努めてください。 

また、コロナ対策の⾧期化により気の緩みが指摘されていますが、マスク（「不織布」を推奨）の「正しい着

用」も意識してください。 

【基本的な対応】 

〇大学内外を問わず、必ず正しくマスク（「不織布」を推奨）を着用すること。 

〇規則正しい生活を送り、毎日検温するなど体調管理に努めるとともに感染症対策を徹底すること。 

〇下記に該当する方は通学を控え、事前に事務局に連絡すること。 

 ・感染した方、感染者との濃厚接触（疑いを含む）がある方 

  ・熱、のど、せきなど具合が悪い方 

〇感染症患者が多数発生している地域との往来については慎重に判断すること（ただし、就職活動を除く）。  

  （移動した場合）  ・移動先では不要不急の外出を控えるなど感染対策を徹底すること。 

                ・帰青後 1 週間程度は、感染対策を徹底し、人との接触を最小限にとどめること。 

〇大学内外を問わず、食事をとる際は「黙食」、会話時は「マスク着用」を心がけること。 

〇友人等多人数での集団旅行や、いわゆる宅飲み等、感染リスクの高い行動はしないこと。 

〇イベント等に参加する場合は、人混みを避け、感染リスクが高まる行動は控えること。 

〇日々ホームページ及びメールを確認すること。 

【授業における対応】 

 〇講義室に入室する前に消毒液で手指の消毒を行うこと。 

  〇授業中は教員からの指示がない限り発声しないこと。 

 〇グループ討論を伴う授業では、必ずマスクを着用するとともに間隔に注意すること。 

 〇講義室の換気を必要に応じて行うので、室温の変化に対応できるよう準備すること。 

【大学生活における対応】 

 〇休み時間や昼食時、図書館等を利用する際等は、接近して対面に座らず、近距離で会話しないこと。 

〇通学する際にはできるだけ混雑するバスを避け、受講する授業に合わせて遅刻しないように時差通学すること。 

【サークル活動】 

 感染状況は引き続き留意が必要な状況にありますので、活動の可否や条件等については各サークル代表者を通じ 

てお知らせします。 

  〇練習以外の打合せ等においても基本的な感染対策を怠らないこと。 

【アルバイト】 

 〇感染防止対策を適切に行っている事業者を選び、その感染防止対策に従うこと。 

 

新型コロナウイルス感染症の相談窓口（青森県） 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenko/hoken/covid-19_influ_jyushin.html 





 

【感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫（分科会からの提言）】 

 ●飲食するのであれば ①少人数・短時間で、 
            ②なるべく普段一緒にいる人と、 
            ③深酒・はしご酒はひかえ、適度な酒量で。 
 ●箸やコップは使いまわさず、一人ひとりで。 
 ●座の配置は斜め向かいに。（正面や真横はなるべく避ける） 
 ●会話をするときはなるべくマスク着用。 
 ●換気が適切になされているなどの工夫している、ガイドラインを遵守したお店で。 
 ●体調が悪い人は参加しない。 

 



公立大学法人青森公立大学危機管理対策本部（2020.12.16）

新型コロナウイルス感染が疑われる場合の行動フロー（学生、教職員共通）

A 相談・受診の目安(※1)

に該当する体調不良の症

状がある

B 濃厚接触者になった C 同居者がPCR検査を

受検することになった

D 新型コロナウイルス感染者との接触

があったことが判明

例 接触確認アプリで通知を受け取った、バイト先で

感染者との接触があった等

登校・出勤せずに自宅待機 （大学へ報告＊2）

かかりつけ医等、または

「新型コロナウイルス感染

症コールセンター」（0120-

123-801）に電話相談

同居者のPCR結果が

陽性（大学へ報告＊２）

濃厚接触者に該当

（大学へ報告＊２）

PCR検査が不要

と判断された

保健所または医師の

指示に従って療養し、

体調に留意して通常

の生活に戻る（大学

へ報告＊２）

同居者の

PCR検査が陰性

（大学へ報告＊２）

体調に留意して通

常の生活に戻る

PCR検査が必要と判断された（大学へ報告＊２）

PCR検査受検

PCR検査結果が判明（検査結果にかかわらず、大学へ報告＊２）

濃厚接触者に該当

する可能性がある

と判断されたら

（大学へ報告＊２）

濃厚接触者に

該当しない

体調に留意して通常の

生活に戻る（大学へ報告＊２）

PCR検査が陽性

（保健所からの指示

内容を大学へ報告＊

２）

PCR検査が陰性

（濃厚接触者以外）

体調に留意して通常の

生活に戻る

PCR検査が陰性

（濃厚接触者）

感染者との最終接触日の翌

日から起算して2週間（休

日含む）自宅待機

受診・相談センター（各保

健所）に電話相談

（青森市の場合は、青森市

保健所：017-765-5280)

※１ 新型コロナウイルス感染症についての

相談・受診の目安（抜粋）

・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等

の強い症状のいずれかがある場合

・重症化しやすい方、妊婦の方で、発熱や咳などの比較的

軽い風邪の症状がある場合

・上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続

く場合（症状が４日以上続く場合、強い症状と思う場合、

解熱剤などを飲み続けなければならない場合）

＊２青森公立大学（017-764-1555）連絡先：学生…教務学生チーム、教職員…総務企画チーム
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